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改
選
後
最
初
の
議
会
だ
よ
り
を

お
届
け
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
議
会
構
成
と
な
り
、
広

報
委
員
会
も
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に

な
り
ま
し
た
。
市
民
感
覚
を
生
か

し
て
、
よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
前
期
に
お
い
て
も
、
文
字
の
サ

イ
ズ
を
大
き
く
す
る
な
ど
、
読
み

や
す
く
な
る
よ
う
一
定
の
改
善
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
課

題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、「
議
会
用
語
」
や
文
章

表
現
が
難
し
い
、
議
会
に
つ
い
て

の
知
識
が
な
い
と
内
容
が
よ
く
分

か
ら
な
い
、
依
然
と
し
て
文
字
数

が
多
く
読
み
づ
ら
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
一
面
に
議
会
の
概
要
を

分
か
り
や
す
い
形
で
掲
載
す
る
、

全
体
と
し
て
写
真
を
増
や
す
な
ど

レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
す
る
、「
議

会
用
語
」
の
紹
介
欄
を
設
け
る
な

ど
、
委
員
会
と
し
て
改
め
て
紙
面

の
改
善
に
向
け
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
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新
役
員
決
定

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員

選
挙
が
四
月
二
十
六
日
に
行
わ

れ
、
二
十
八
名
の
新
し
い
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
五
月
二
十
日
、

改
選
後
の
初
議
会
と
な
る
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
の

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
、
議
長
に
赤
松
正

博
議
員
、
副
議
長
に
髙
橋
浩
司
議

員
が
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
議

会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
大
石

和
久
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
あ
わ
せ
て
各
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
委

員
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
→
各
常
任
委
員
会
等
の
構

成
は
別
表
の
と
お
り
）

職
員
の
給
与
条
例
等
を
可
決

　「
鎌
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」「
鎌
倉
市
老

人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
」
の
二
件
の
議
案
が
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
五

月
二
十
九
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
両
議

案
と
も
総
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決

さ
れ
、
ま
た
、
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
）
が
五
月
二

十
五
日
に
核
実
験
を
実
施
し
た
こ

と
を
受
け
、
同
国
の
核
実
験
に
抗

議
す
る
こ
と
に
関
す
る
決
議
を
全

会
一
致
で
行
い
ま
し
た
。

（
→
決
議
全
文
は
３
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

　

六
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
条
例
制
定
及
び
改
正

議
案
の
四
議
案
、
そ
の
他
六
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

鎌
倉
市
川
喜
多
映
画

　
記
念
館
条
例
の
制
定

　
本
条
例
は
、
川
喜
多
長
政
及
び

か
し
こ
の
業
績
を
永
く
後
世
に
伝

え
る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る

映
画
文
化
の
発
展
に
資
す
る
た

め
、
鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館

を
設
置
し
、
そ
の
管
理
等
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
、
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に

よ
り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
付
託
を
受
け
た
総
務
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
本
条
例
の

制
定
に
当
た
り
次
の
意
見
を
付
し

ま
し
た
。

　『
鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
開
館
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
川
喜
多
映
画
記
念
館

の
実
現
に
向
け
、
長
年
、
市
民
や

関
係
者
が
努
力
し
て
き
た
こ
と
を

十
分
に
踏
ま
え
、
開
館
後
の
運
営

に
当
た
っ
て
は
、
映
画
及
び
映
画

関
連
資
料
の
上
映
や
展
示
な
ど
、

市
民
や
関
係
団
体
の
声
、
思
い
を

生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
市
と
し
て
市
民
や

関
係
団
体
か
ら
意
見
や
要
望
を
聞

く
場
を
持
つ
な
ど
、
市
民
や
利
用

者
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
た

施
設
の
運
用
に
な
る
よ
う
に
努

め
、
映
画
を
通
じ
て
文
化
を
発
信

し
て
い
く
活
気
あ
ふ
れ
る
施
設
と

し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
も

の
で
あ
る
。』

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
平
成
二
十
一
年
度
腰
越
漁
港
改

修
整
備
工
事
に
つ
い
て
、
若
築
建

設
株
式
会
社
横
浜
支
店
と
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
、
契

約
金
額
は
二
億
七
千
二
百
七
十
九

万
円
、工
事
の
し
ゅ
ん
工
期
限
は
、

　
地
方
分
権
の
大
き
な
流
れ
を
受

け
、
地
方
議
会
に
お
い
て
は
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
議
会
で
は
議
会
の
役
割
と

あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
方
議
会
研

究
会
代
表
の
野
村
稔
先
生
を
招

き
、
議
会
の
役
割
や
運
営
方
法
な

ど
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た

第
八
十
五
回
全
国
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、
松
中
健
治

前
議
長
が
当
議
長
会
理
事
と
し
て

会
務
運
営
の
重
責
に
あ
た
り
、
当

議
長
会
の
使
命
達
成
に
尽
く
し
た

功
績
に
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ

れ
、
赤
松
正
博
議
長
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
の
予
定
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

改
築
工
事
委
託
に
関
す
る

　
基
本
協
定
の
締
結

　
鎌
倉
市
公
共
下
水
道
汚
水
中
継

ポ
ン
プ
場
の
機
械
設
備
、
電
気
設

備
等
の
改
築
工
事
を
委
託
す
る
た

め
、
建
設
工
事
第
一
期
改
築
更
新

委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
を
、
日

本
下
水
道
事
業
団
と
締
結
す
る
も

の
で
、
協
定
金
額
は
十
八
億
二
千

五
百
九
十
二
万
九
千
円
、
協
定
期

間
は
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十

四
年
度
ま
で
と
定
め
る
と
と
も

に
、
建
設
工
事
の
委
託
の
対
象
及

び
そ
の
範
囲
等
に
つ
い
て
明
定
す

る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
を
可
決

◆
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
一
億
六
千

百
四
十
万
円
を
追
加
す
る
も
の

で
、
補
正
後
の
総
額
は
五
百
六
十

一
億
六
千
四
百
四
十
万
円
と
な

り
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

総
務
費
…
通
勤
災
害
に
係
る
障
害

見
舞
金
支
給
の
た
め
の
災
害
補
償

の
経
費

民
生
費
…
認
定
保
育
園
運
営
費
補

助
金
及
び
扶
助
費
の
経
費

衛
生
費
…
発
熱
外
来
開
設
の
た
め

の
施
設
改
修
、
委
託
費
等
の
経
費

及
び
太
陽
光
発
電
装
置
設
置
に
係

る
補
助
金
の
経
費

農
林
水
産
業
費
…
腰
越
漁
港
改
修

整
備
工
事
費
の
経
費

土
木
費
…
緑
地
保
全
基
金
へ
の
寄

附
積
立
金

市
議
会
議
員
当
選
三
回

監
査
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
副
委

員
長
な
ど
を
歴
任

（
公
明
党
鎌
倉
市
議
会
議
員
団
）

城
廻
在
住
　
四
十
九
歳

委　　員（◎委員長　○副委員長）

総 務 常 任
委 員 会

◎岡田　和則 ○高野　洋一 千　　　一 安川　健人
　中澤　克之 　太田　治代 松中　健治

文 教 常 任
委 員 会

◎久坂くにえ ○前川　綾子 石川　敦子 飯野　眞毅
　髙橋　浩司 　納所　輝次 小田嶋敏浩

観光厚生常任
委 員 会

◎渡辺　　隆 ○三宅　真里 長嶋　竜弘 西岡　幸子
　山田　直人 　渡邊昌一郎 吉岡　和江

建 設 常 任
委 員 会

◎石川　寿美 ○池田　　実 赤松　正博 早稲田夕季
　中村聡一郎 　伊東　正博 大石　和久

議 会 運 営
委 員 会

◎小田嶋敏浩 ○長嶋　竜弘 久坂くにえ 納所　輝次
　三宅　真里 　太田　治代 岡田　和則 吉岡　和江
　前川　綾子 　伊東　正博

議 会 広 報
委 員 会

◎高野　洋一 ○石川　敦子 長嶋　竜弘 西岡　幸子
　飯野　眞毅 　池田　　実 中村聡一郎

【
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司
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選挙の結果

議員研修会を開催 各委員会の委員構成

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら

市
議
会
議
員
当
選
十
回

副
議
長
、
監
査
委
員
、
建
設
常
任
委

員
長
な
ど
を
歴
任

（
日
本
共
産
党
鎌
倉
市
議
会
議
員
団
）

長
谷
在
住
　
六
十
三
歳

市
議
会
議
員
当
選
五
回

副
議
長
、監
査
委
員
、文
教
常
任
委
員

長
な
ど
を
歴
任

（
鎌
倉
無
所
属
の
会
）

浄
明
寺
在
住
　
四
十
六
歳

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

５
月
20
日・29
日
に
開
催

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

赤松正博
議 長

髙橋浩司
副 議 長

大石和久
監査委員

感謝状を受ける松中前議長

議員研修会の様子

第18期市議会議員と市三役
（議員任期：平成21年５月15日〜25年５月14日）

前
議
長
に
感
謝
状
授
与

編
集
後
記

鎌倉市川喜多映画記念館完成予想図

腰越漁港改修計画全体イメージ図


